
「第２次四日市市保健医療推進プラン（素案）」についてのパブリックコメント結果について(報告) 

 

１．実施期間 

  平成２９年１２月２５日(月)から平成３０年１月２４日(水) 

 

２．意見提出 

  提出人数   ３人 

  提出意見数  ６件 

 

「第２次四日市市保健医療推進プラン（素案）」に対する意見の内容と市の考え方 

項  目 番号 関連頁 意見の内容 意見に対する考え方 

第２章 各論 

（１）あらゆる

世代が元気に

暮らせる健康

づくり 

２）よりよい生

活習慣の定着 

１ ２３ 適切な食品の組み合わせで健康に暮

らす食生活。 

人参を定期的に使用する。ミネラルな

どの食品サプリメントを使用する。牛乳

の摂取、純粋な水をたくさん飲む。アル

コールの過剰消費、ジャンクフードなど

の加工食品などの悪い習慣、タンパク質

や脂肪の過剰摂取を排除する。フライ、

グリル、マイクロウェーブを取り除い

て、できるだけ自然食品を優先する。定

期的な運動。適切な休息と睡眠を取る。

「心の平和」を育む。 

「望ましい食習慣の実践」

や「運動習慣の定着」の支援

については本計画において記

載しております。 

「望ましい食習慣」などに

かかる情報が適切に提供され

るよう、取り組みを進める際

の参考意見として承ります。 

２ ２３ 四日市市には骨粗鬆症検診がないよ

うだが、他種検診に組み合わせる形で充

実させていただきたい。 

大腿骨近位部骨折を起こしてしまう

と、日常における基本的な動作を喪失

し、要支援・要介護につながってしまう。

骨折後治療に携わる医療従事者が骨粗

鬆症治療に導き、骨折リスクを低減させ

るよう努めているが、潜在的な骨粗鬆症

患者を見つけ出す作業は行政の協力が

必要不可欠である。 

骨粗鬆症検診ではなく、特定健診や各

種がん検診、または出前講座の中で、骨

折リスク評価ツール（FRAX）による低コ

ストで簡便なスクリーニングを実施し、

陽性の方を対象に２次スクリーニング

（DXA 検査）を行える施設へと導く枠組

みを構築すれば、コストパフォーマンス

の良い骨粗鬆症スクリーニングを実施

することが可能ではないか。 

治療率を向上させ、骨折を減らしてい

くことができれば、四日市における健康

寿命のさらなる延伸に寄与することが

できると考える。 

 

本市では、骨粗鬆症を含め

た生活習慣病予防、介護予防

をすすめるため、バランスの

とれた食生活や運動を取り入

れた各種教室を開催しており

ます。 

今後も、引き続きこういっ

た場を活用し、啓発に努めて

まいります。 



項  目 番号 関連頁 意見の内容 意見に対する考え方 

 ３ ２４ 骨粗鬆症の健診率、治療率と治療継続

率が全国に比し低い現状を受け、日々疾

患の啓発が必要だと痛感している。 

骨粗鬆症疾患啓発として市民公開講

座、ショッピングモールや町内会の集会

やイベント時に、簡易性の骨密度測定を

行い、保健師からの助言、並びにかかり

つけ医に診てもらうための動機づけ（受

診率向上）につながればと考える。また、

骨粗鬆症治療の重要性、認知度を更に向

上させるために医療従事者向けの講演

会を検討しているが、行政の参画も得

て、疾患への更なる理解と意識を深めて

頂きたいと考えている。 

本市では、骨粗鬆症を含め

た生活習慣病予防、介護予防

をすすめるため、バランスの

とれた食生活や運動を取り入

れた各種教室を開催しており

ます。 

今後も、引き続きこういっ

た場を活用し、啓発に努めて

まいります。 

 ４ ２４ 家庭内の病気が冬場に多く、死因の多

くは家中の温度差が深く関係している。

高齢者の場合、冬場のトイレや浴室のヒ

ートショックによる温度差の解消がポ

イントである。家の気密・断熱性は「健

康、省エネ」のダブルの効果が期待でき、

医療費の負担軽減のメリットになる。 

本市としましては、季節に

応じた健康管理や暮らしの工

夫について、各種チラシや健

康教室などに取り入れ、実施

しております。 

今後も引き続き、啓発に努

めてまいります。 

３）こころの健

康づくり 

５ ２６ 策定するにはスピリチュアルな視点

から解き明かしていくことが大切であ

り、活気のある健康を得るためには、次

の指針を認識する必要がある。 

「心の指針を策定する」･･･若いころ

は自分の成功だけを考えての行動とな

るが、年功とともに悟りを開き、一歩一

歩を進めていく努力を学び、自己暗示や

生きる道の究明を乗り越え、そこに慎重

性の知恵を生み、自信を持ち成功をつか

み取ることに専念し、苦難のすべてを乗

り越え、目覚めて悟りにたどり着くまで

努力を継続して終わりのない人生とす

る。 

本計画においては、「正しい

知識とこころの健康づくりの

普及・啓発」について記載し

ております。 

ご意見については、こころ

の健康づくりの重要性を啓発

する際の参考意見として承り

ます。 

（２）安心して

暮らせる地域

医療の体制づ

くり 

２）医療の安

全・救急医療・

災害時医療 

６ ３８ 市立病院が混雑し、予約制になってい

る意味がなく、診察方法を検討してもら

いたい。また、かかりつけ医には近代化

された医療機器が少ないため、問診だけ

が頼りとなり親切な医者が混雑する。近

代機器の導入は高価で設置できないこ

ととなり、医療機器の補助金を検討し、

まちのかかりつけ医の役割となるよう

希望する。 

市立病院などの地域の拠点

病院は、救急医療や高度な処

置を必要とする医療を担う一

方、地域のかかりつけ医は日

常的な医療を担います。この

ように医療機関については、

その機能により役割分担が図

られております。 

今度もかかりつけ医の重要

性について啓発に努め、医療

資源の有効活用を行います。 

 


